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ポーラスメタルとは
アルポラス（神鋼鋼線工業株式会社）

最大の特徴
……軽量性＋多機能性



ポーラスメタルとは
アルポラス（神鋼鋼線工業株式会社）

最大の特徴
……軽量性＋多機能性

変位（mm）

荷
重

（
kg
）

クッション無の場合

変位（mm）

荷
重

（
kg
）

クッション有の場合

卵の割れる荷重

卵の割れる荷重



ポーラスメタルとは

・自動車（衝撃吸収・防音・制振）
・工作機械のフレーム（制振）
・建築材料（断熱・保温・防音）
・生体用インプラント

クローズドセル型（独立気孔） オープンセル型（貫通気孔）

・熱交換用材料（表面積大）
・電極用材料（表面積大）
・自動車用触媒用材料（表面積大）
・ゴルフ用パター（制振）



ポーラスメタルの用途
自動車用構成部材

神鋼鋼線工業株式会社



ポーラスメタルの用途
建築用部材（防音対策）

桁下裏面吸音板 工場建屋内防音

神鋼鋼線工業株式会社



ポーラスメタルの用途
建築用部材（残響時間調整）

神戸ハーバーランド
舞洲アリーナ体育館

神鋼鋼線工業株式会社



摩擦攪拌接合による作成方法

参考：パンの作り方



摩擦攪拌接合による作成方法

摩擦攪拌接合（FSW）

・単純プロセス
・高速プロセス
・高エネルギー効率
・生産環境クリーン



摩擦攪拌接合による作成方法

従来法（鋳造法）



摩擦攪拌接合による作成方法

切断

従来法（粉末冶金法）



Ａ１０５０ポーラスアルミニウム

10mm保持温度：730℃
保持時間：10分

アルミナ：５％



摩擦攪拌接合（FSW）

・単純プロセス
・高速プロセス
・高エネルギー効率
・生産環境クリーン

母材金属

・Mg
・Cu
・Ａｌ（ＡＤＣ１２）
………

ＡＤＣ１２ポーラスアルミニウム

ＡＤＣ１２
（Ａｌ合金ダイカスト）

・安価
・高生産性
・高リサイクル性



ＡＤＣ１２ポーラスアルミニウム

10mm保持温度：660℃
保持時間：10分

アルミナ：５％



ＡＤＣ１２ポーラスアルミニウム

10mm保持温度：675℃
保持時間：10分

アルミナ：３％



結言

・摩擦攪拌を用いてプリカーサの作製が可能

・ＡＤＣ１２ダイカストが利用可能

・ＡＤＣ１２ダイカストにより発泡剤が不要

⇒ ○コスト，○リサイクル性
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